
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成18年度 全国都市再生モデル調査 

市民による環境モニタリングシステムの構築検討調査 
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特定非営利活動法人 釣り文化協会 
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研修会のプログラム 
 

 

 

１．あいさつ 

 

 

 

２．全国都市再生モデル調査と調査方法について 

 

 

 

３．大阪湾の現状について 

  大阪府立水産試験場 生物環境研究グループ 主任研究員 鍋島靖信氏 

 

 

４．大阪湾再生水質一斉調査への協力と今後のスケジュールについて 

 

 

 

５．モニタリング実習 

 

 

 

６．おわりに 
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■全国都市再生モデル調査と調査方法について 
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　平成18年度　全国都市再生モデル調査

「市民による環境モニタリングシステム
　の構築検討調査」

モニタリング調査員研修会資料

平成18年８月

特定非営利活動法人　釣り文化協会

全国都市再生モデル調査とは？

　都市再生本部（本部長：内閣総理大臣）
において決定された「全国都市再生のため
の緊急措置～稚内から石垣まで～」（平成
14年４月８日）の一環として、平成18年度
内に全国各地で展開される「先導的な都市
再生活動」を、国が「全国都市再生モデル
調査」として支援する調査です。
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モデル調査として選定されるまで

●内閣官房都市再生本部事業局において、541件の提案か
ら都市再生モデル調査（159件）に選定されました。

●釣り文化協会では、昨年度モデル的に実施した「釣り
人による環境モニタリング調査」の確立し、継続してい
くため、大阪府企画室の推薦を受けて全国都市再生モデ
ル調査として応募しました。

●今回の提案は、“生態系維持等に配慮した都市の形成
に向けた取り組み”のうち、“市民、専門家など幅広い
主体の連携による、海、森林等の環境保全を図るもの”
として、唯一選定された。

調査の目的

・大阪湾で魚が釣れなく
なった

・海が汚くなった

・護岸周辺の環境が不明

・釣り人のごみが問題に
なっている

・いまできること（モニタリ
ング）を実施して、大阪湾を
きれいにしたい

・これまで釣りをさせてもらっ
た大阪湾に恩返しがしたい

・いつまでも大阪湾で釣りを
したい

茅渟の海ふたたび
モニタリングからはじまる大阪湾再生の取り組みの実施
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調査の内容　（その１）

（１）多くの市民が参加したモニタリング調査の実施

　昨年度実施した釣り人による環境モニタリング調査を
改良し、より多くの市民の参加によって実施します。

（２）モニタリングシステム構築検討会議の開催

　市民、魚類や水質等の専門家、行政などで構成する検
討会議を設置し、モニタリング方法や調査結果の整理方
法、情報発信体制の整備などについて検討を行います。

調査の内容　（その２）

（３）モニタリング実施・推進体制の整備

　モニタリングに使用する機材の開発、情報発信体制の
整備などを行い、次年度以降も継続的に調査を実施して
いくための基盤を整備します。

（４）シンポジウムの開催

　今回の取り組みを広くＰＲするため、シンポジウムを
開催します。
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モニターのみなさんにやってもらうこと

●モニタリング調査を実施して頂きます。

海辺

全般

各調査
地点

定点

調査

調査

場所

調査キットを使用しなく
てもできる調査

１回または
２回

８月２日

など
一般公募Ｃ

期間内に
10回程度

８月下旬～

11月下旬
（３カ月間）

釣りインス
トラクター
＋α

Ｂ

調査キットを使用した水
質調査及び気象・海象
や指標生物等について

月２回

程度

７月下旬～

12月中旬
（５カ月間）

釣りインス
トラクター

Ａ

調査内容調査回数調査期間対象
モニ
ター

〈モニターごとの調査内容〉

モニタリングキット（昨年度の例）

●モニターＡ、Ｂの方にはモニタリングキットをお渡しし
ます。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

1 水色見本
2 ＤＯ、ｐＨの色見本
3 ｐＨパックテスト
4 ケメットＤＯ計
5 水温計
6 簡易透明度計
7 簡易塩分濃度計
8 採水器
9 リーダー
　その他：腕章など
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モニタリング調査地点（全体）

 

１ 

２ 
３ 

４ ５ 
６ 

７ 

８ ９ 

14 

10 

13 
12 

11 

15 

16 
17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

●23地点からモニターと調整して決定します。
1 平磯海釣り公園
2 神戸港周辺
3 六甲アイランド周辺
4 芦屋浜
5 西宮浜
6 甲子園浜
7 舞洲周辺
8 南港（かもめ大橋）周辺
9 南港魚釣り公園
10旧堺港周辺
11堺港出島周辺
12堺泉北港周辺
13浜寺周辺
14泉大津周辺
15二色浜
16泉佐野コンビナート周辺
17泉佐野港周辺
18りんくうポート周辺
19箱作周辺
20深日港周辺
21洲本港周辺
22津名港周辺
23鵜崎周辺

モニタリング調査の流れ

モニターＡ モニターＢ モニターＣ

研修会

モニタリング調査の実施
（モニターにより調査内容は一部異なる）

ＨＰ、ＦＡＸで調査
結果を入力、送信

携帯、ＦＡＸで調査
結果を送信

　　①ブログ形式で調査結果を公開
　　　　　②官庁等各関係機関へ調査結果を送信

　③データの整理、グラフ化等

調査結果
の整理

研修会
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調査票の記入方法　（その１）

松岡浩史
001

８月２日　11:00

●

５西宮浜

27.0

5.2 26.0

●

●

1.3

かなり赤みがかった茶色

９

透明度計で測定してください

水色見本から選んでください

調査票の記入方法　（その２）

1.026

●

1.030

9.0

5.2 6.0

●

●

●

●

●

●

パックテストで測定してください

比重計で測定してください
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調査票の記入方法　（その３）

●

●

サビキ釣りによるアジ、サバ

● ● ●

●

水辺にカニがか
たまっていた。
泡を吹いている
カニもいた。
４㎝くらいのク
ラゲを２匹見た。

●

■ ■■
流木

おもりが冷たかった。
ボラの稚魚がかたまって水面を泳いでいた

気が付いたことを記
入してください

気が付いたことを記
入してください

透明度測定の様子

見えなくなった水深を記入

測定器を沈めていく
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ｐＨの測定方法

ＤＯの測定方法
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ｐＨ、ＤＯ測定の様子

パックテスト（ｐＨ）に水
を吸い上げ、20秒待って非
色します。

ケメットＤＯ計に水を吸い上
げ、２分待って非色します。

ｐＨ

ＤＯ

塩分濃度測定の様子

表層の海水と底層の海水
（採水器で採水）の比重を
測定します。



 11

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

こんな場合は要チェック！

①北東の風が吹いている

　北東の風が吹くと次の日に青潮発生の危険性があります。

④珍しい魚が釣れた

　アイゴやマグロなどを見た場合などは大阪湾に黒潮がかなり入っていると考えられ
ます。

●以下の場合はその他欄などに必ず記入してください。

②ＤＯが2.0以下である、底層の水温が低い

　青潮が発生している可能性が高いです。

③護岸のイガイが落下している

　青潮が発生した可能性が高いです。

青潮発生時の海の様子
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青潮発生時の生物の様子

かたまっているカニ 魚の死体

魚の死体ボラの鼻上げ

その他

ミズクラゲ 台湾ガザミ
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■調査票（ＨＰ用） 
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■調査票（ＦＡＸ用） 
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海の外来種 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ

ﾁﾁｭｳｶｲﾐﾄﾞﾘｶﾞﾆ ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ

ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ

ｲｶﾞｲﾀﾞﾏｼ

ｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ

生物も国際化生物も国際化

夏秋と冬春の水の循環
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塩分と生物

海水の塩分で生息する生物が異なる。

広塩性生物
汽水生物

広域分布種

内湾性生物

狭塩性生物

外洋性生物

淡水生物

塩分を測ってみよう！

海底

水面

塩分がうすい

塩分が濃い

河川水流入

生物の血液の塩分濃度は、ほぼ同じ

ｽｼﾞｱｵﾉﾘ・ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ･ﾏﾊｾﾞ

ﾎﾞﾗ･ｺﾉｼﾛ･ｶﾞｻﾞﾐ・ｱｻﾘ・ﾏｶﾞｷ

ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ・ｲｿｶﾞﾆ・ｱﾅｱｵｻ

ﾆｯﾎﾟﾝﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ・ｻﾜｶﾞﾆ・ﾏｼｼﾞﾐ

ｸﾛﾏｸﾞﾛ･ｻﾝｺﾞ・ｷﾞﾝﾀｶﾊﾏ・　ﾊﾞ
ﾛﾆｱ

塩分を調整して生活している。

塩分測定ウキ
ま水０

１０

５

２５

３０

２０

１５

３５

１５℃

棒状部で全容積の
　　　４　％　の浮力

球状部で全容積の
　　　　　　　　　９６％
の浮力

季節(水温)で浮力が
少し変化するので、
調整水温を書く。

水温差のある時は、　　
　水道水で０点のズレ分
を　差し引きし修正する。

３０．０

塩分読み取り

海の方が体が浮いて泳ぎやすい

３３．０

濃度既知

　海水

水１ｋｇに
　　　食塩
３０ｇ。

海水の濃度表示は
100分率‰を使う。
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塩分測定ウキの作り方

ピン球

タマウキ

穴あけ

クリップ

環
おもり

うるし塗料

プラスチック製
　中空棒

棒に、きっちりの穴

漆で密封

焼き閉め

棒を熱してペンチで
つまむ。

焼き閉め

棒を熱してペンチで
つまむ。

クリップで
連結

漆で密封

焼け火箸で

塩分ウキの調整（目盛づけ）

水道水

竹串に塗料をつけて
印を入れる。

海水３．５％海水１．５％

間隔を計算して
目盛をつける。

００

１０

３５

３０

0.0％

海水の濃度表示は100分率‰を使う事が多い。

０‰
３５‰１５‰

２０
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塩分ウキ

採水器
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採水


